
インダストリアルセミナーやまがた２０１１
　
東
日
本
大
震
災
後
の
復
旧
・
復
興
が
進
み
始
め
た
東
北
地
域
。
た
だ
、
震
災
に

伴
う
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
収
束
は
い
ま
だ
に
見
え
て
い
な

い
。
歴
史
的
な
円
高
や
欧
州
の
信
用
不
安
に
よ
る
金
融
危
機
な
ど
、
地
域
経
済
の

動
向
も
見
え
に
く
い
状
況
に
あ
る
。
不
透
明
感
が
強
ま
る
中
だ
が
、
東
北
で
は
ト

ヨ
タ
自
動
車
東
北
が

月
に
エ
ン
ジ
ン
工
場
の
建
設
に
着
手
す
る
な
ど
、
自
動
車

関
連
産
業
の
新
た
な
集
積
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
東
北
の
復
興
に
向
け
て
各
自
治

体
も
立
地
Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

月

日
に
都
内
で
開
い
た
山
形
県
の
企

業
立
地
セ
ミ
ナ
ー
「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
セ
ミ
ナ
ー
や
ま
が
た
２
０
１
１
　
ｉ
ｎ

　
東
京
」
で
は
、
廣
瀬
渉
商
工
観
光
部
長
が
山
形
県
の
投
資
環
境
を
説
明
、
研
究

機
関
を
代
表
し
て
慶
応
義
塾
大
学
先
端
生
命
科
学
研
究
所
の
冨
田
勝
所
長
、
進
出

企
業
を
代
表
し
て
昭
和
電
工
Ｈ
Ｄ
山
形
の
岩
出
斉
常
務
取
締
役
事
業
所
長
が
そ
れ

ぞ
れ
講
演
し
、
「
山
形
」
の
魅
力
を
語
っ
た
。

慶
応
鶴
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
発
の
世
界
最
先
端
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
そ
の
応
用

メタボローム解析技術で先端の研究を進める慶
応大学先端生命科学研究所（バイオラボ棟）

山
形
県
に
お
け
る
先
端
技
術
型
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

昭
和
電
工
Ｈ
Ｄ
山
形
�
常
務
取
締
役
事
業
所
長
岩
出
　
斉
氏

山形県の投資環境廣瀬渉氏山形県商工観光部長
ｉｎ　東京

慶
応
義
塾
大
学
先
端
生
命
科
学
研
究
所
長
冨
田
　
勝
氏

独
創
的
な
研
究
は
地
方
か
ら

山
形
県
東
根
市
に
立
地
す

る
昭
和
電
工
Ｈ
Ｄ
山
形

人
材
確
保
・
物
流
網
が
支
え

多様なものづくり技術集積

（ ） 【企画特集】 ２０１１年 平成２３年 １２月１４日 水曜日 　　

　
慶
応
義
塾
は
今
年
で
創
立

１
５
３
年
目
を
迎
え
て
お
り

ま
す
が
、
関
東
の
外
に
キ
ャ

ン
パ
ス
を
設
け
た
の
は
２
０

０
１
年
の
山
形
県
鶴
岡
市
が

初
め
て
で
し
た
。
な
ぜ
、
こ

こ
に
キ
ャ
ン
パ
ス
そ
し
て
研

究
所
を
設
け
た
の
か
に
つ
い

て
は
最
後
に
触
れ
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
私
ど
も
の
研
究
所
の
主
力

技
術
は
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
解
析

技
術
で
す
。
い
わ
ば
究
極
の

成
分
分
析
技
術
に
な
り
ま

す
。
遺
伝
子
を
全
部
解
析
す

る
こ
と
を
ゲ
ノ
ム
解
析
と
呼

ぶ
よ
う
に
、
代
謝
物
を
全
部

解
析
す
る
こ
と
を
メ
タ
ボ
ロ

ー
ム
解
析
と
呼
ん
で
い
ま

す
。
私
ど
も
が

年
前
に
つ

く
っ
た
造
語
で
す
。

年
に

こ
の
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
解
析
技

術
を
開
発
し
、
こ
れ
ま
で
の

主
力
技
術
に
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
技
術
で
何
が
で
き
る

の
か
。
サ
ン
プ
ル
２
つ
の
グ

ル
ー
プ
の
比
較
を
す
る
の
に

非
常
に
優
れ
た
効
率
の
良
い

技
術
と
な
り
ま
す
。
例
え

ば
、
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
解
析
で

サ
ン
プ
ル
Ａ
と
サ
ン
プ
ル
Ｂ

の
そ
れ
ぞ
れ
物
質
全
部
の
情

報
を
得
て
、
そ
の
差
を
見
る

こ
と
に
よ
り
、
サ
ン
プ
ル
Ａ

に
は
何
の
物
質
が
多
い
と
い

う
の
が
す
ぐ
に
分
か
る
。
応

用
と
し
て
、
病
気
の
診
断
マ

ー
カ
ー
な
ど
の
研
究
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
一
つ
の
成
果
と
し
て
、
血

液
を
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
解
析
す

る
こ
と
で
、
肝
臓
の
病
気
を

診
断
す
る
と
い
う
方
法
を
開

発
し
ま
し
た
。
肝
臓
の
病
気

は
急
性
肝
炎
か
ら
慢
性
肝
炎

そ
し
て
肝
硬
変
な
ど
に
進
行

し
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

ど
の
過
程
に
あ
る
か
と
い
う

の
を
血
液
診
断
で
見
つ
け
よ

う
と
い
う
も
の
で
す
。
認
知

症
や
う
つ
病
な
ど
の
病
気
に

関
し
て
も
血
中
の
物
質
で
、

あ
る
程
度
診
断
す
る
こ
と
も

メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
解
析
で
可
能

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た

唾
液
で
が
ん
を
発
見
す
る
方

法
も
開
発
し
て
い
ま
す
。
口

腔
が
ん
、
乳
が
ん
、
膵
臓
が

ん
を
高
精
度
に
発
見
す
る
技

術
で
、
高
い
精
度
で
健
常
者

と
が
ん
患
者
の
区
別
が
可
能

に
な
っ
て
い
ま
す
。
医
学
分

野
以
外
で
は
、
高
付
加
価
値

化
を
目
指
す
食
品
分
野
な
ど

へ
の
応
用
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
最
後
に
な
ぜ
慶
応
大
が
鶴

岡
に
来
た
の
か
。
そ
も
そ
も

大
学
や
研
究
所
が
首
都
圏
に

集
中
し
て
い
る
こ
と
が
ナ
ン

セ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
す
。
都

会
で
は
研
究
な
ど
の
創
造
的

な
仕
事
は
は
か
ど
り
ま
せ

ん
。
私
は

年
前
に
こ
こ
鶴

岡
に
来
て
よ
く
分
か
り
ま
し

た
。
誰
も
挑
戦
し
た
こ
と
が

な
い
こ
と
を
や
る
と
き
は
都

会
は
雑
音
が
多
く
て
い
け
ま

せ
ん
。

　
サ
イ
エ
ン
ス
は
感
性
が
必

要
で
す
。
豊
か
な
自
然
の
中

で
腰
を
落
ち
着
け
て
独
創
的

な
研
究
を
し
て
い
く
こ
と

が
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
に
と

っ
て
重
要
な
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
昭
和
電
工
Ｈ
Ｄ
山
形
は
、

昭
和
電
工
の
１
０
０
％
子
会

社
で
す
。
当
社
が
属
し
て
い

る
の
は
Ｈ
Ｄ

ハ
ー
ド
デ
ィ

ス
ク

事
業
部
門
。
こ
の
Ｈ

Ｄ
事
業
部
門
は
全
世
界
に
７

拠
点
。
顧
客
サ
ポ
ー
ト
拠
点

が
米
国
に
設
置
さ
れ
、
ハ
ー

ド
デ
ィ
ス
ク
の
メ
デ
ィ
ア
工

場
が
山
形
、
千
葉
・
市
原
、

台
湾
、
シ
ン
ガ
ー
ポ
ー
ル
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ハ
ー
ド

デ
ィ
ス
ク
製
造
の
出
発
点
と

な
り
ま
す
ア
ル
ミ
基
板
工
場

が
栃
木
・
小
山
、
台
湾
、
マ

レ
ー
シ
ア
に
あ
り
ま
す
。
さ

て
、
昭
和
電
工
Ｈ
Ｄ
山
形

は
、

年
７
月
に
山
形
富
士

通
の
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
メ
デ

ィ
ア
部
門
の
事
業
を
継
承
す

る
形
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
事
業
内
容
は
Ｈ
Ｄ
Ｄ

ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
ド
ラ
イ

ブ

用
メ
デ
ィ
ア
の
開
発
・

製
造
・
販
売
を
担
っ
て
い
ま

す
。
山
形
県
東
根
市
の
東
根

大
森
工
業
団
地
に
立
地
。
建

物
の
延
べ
面
積
は
約
５
万
１

７
０
０
平
方

の
規
模
で

す
。

　
当
社
は
Ｈ
Ｄ
Ｄ
の
中
央
に

あ
る
円
盤
「
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス

ク
」
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

Ｈ
Ｄ
Ｄ
の
市
場
は
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
、
デ
ジ
タ
ル
家
電
分

野
に
加
え
て
、
サ
ー
バ
用
途

も
伸
び
て
い
ま
す
。
ハ
ー
ド

デ
ィ
ス
ク
に
要
求
さ
れ
る
技

術
は
、
超
平
滑
な
基
板
表

面
、
極
薄
保
護
膜
な
ど
ナ
ノ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
領
域
で
の

製
品
・
量
産
技
術
に
な
り
ま

す
。
さ
て
、
Ｈ
Ｄ
事
業
の
特

徴
で
す
が
激
し

い
生
き
残
り
競

争
の
中
に
あ
り

ま
す
。
常
に
技

術
革
新
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
Ｈ
Ｄ
Ｄ
メ

ー
カ
ー
の
内
製

メ
デ
ィ
ア
よ

り
、
常
に
リ
ー

ド
し
た
製
品
の

供
給
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

あ
る
意
味
で
非

常
に
シ
ビ
ア
な

世
界
で
も
あ
り

ま
す
。

　
そ
こ
で
当
社

の
方
針
と
し
て

は
、
「

難
関

突
破

品
質
・
性
能
・
コ
ス

ト
面
で
一
番
に
な
り
山
形
か

ら
技
術
を
発
信
す
る
」
を
掲

げ
て
い
ま
す
。
「
や
り
ぬ
く

意
思
を
持
つ
こ
と
」
「
革
新

へ
の
決
意
」
「
ス
ピ
ー
ド

感
」
「
競
争
に
勝
ち
抜
く
意

思
」
が
方
針
達
成
の
た
め
の

マ
イ
ン
ド
で
す
。

　
当
社
を
支
え
て
い
る
の
は

「
人
財
」
「
開
発
力
」
「
安

定
供
給
・
安
定
操
業
」
が
あ

り
ま
す
。
人
材
確
保
に
つ
き

ま
し
て
は
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
の

約
３
割
が
山
形
大
学
の
出
身

で
す
。
安
定
供
給
・
安
定
操

業
で
は
、
山
形
県
内
お
よ
び

隣
県
の
設
備
メ
ー
カ
ー
の
連

携
に
よ
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
体

制
が
あ
り
、
問
題
は
ま
っ
た

く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
多
様

な
交
通
・
物
流
網
が
安
定
供

給
を
支
え
て
い
ま
す
。
自
然

災
害
が
少
な
い
点
も
山
形
の

特
徴
で
し
ょ
う
か
。
ハ
ー
ド

デ
ィ
ス
ク
ビ
ジ
ネ
ス
は
シ
ビ

ア
な
世
界
で
す
が
、
私
ど
も

は
山
形
で
他
の
拠
点
に
負
け

ず
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
山
形
の
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
を
高
く
感
じ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
震
災
後
、
山
形
の
観
光
も

大
変
な
苦
境
に
立
た
さ
れ
て

い
ま
す
。
と
く
に
首
都
圏
か

ら
の
動
き
が
鈍
く
、
こ
の
時

間
も
知
事
が
陣
頭
指
揮
を
執

っ
て
お
り
ま
し
て
、
代
わ
り

ま
し
て
山
形
県
の
投
資
環
境

を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
最
初
に
山
形
県
の
位
置
取

り
で
す
が
、
東
京
か
ら
北
に

約
３
０
０

の
位
置
に
あ

り
ま
す
。
交
通
ア
ク
セ
ス
は

新
幹
線
で
山
形
市
ま
で
約
２

時
間

分
。
日
本
海
側
の
庄

内
に
は
羽
田
か
ら
庄
内
空
港

ま
で
約

分
。
ま
た
仙
台
か

ら
山
形
市
ま
で
は
高
速
道
路

を
利
用
し
て
車
で
約

分
で

ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

　
山
形
に
は
戦
後
の
ミ
シ
ン

産
業
を
背
景
に
多
様
な
も
の

づ
く
り
技
術
を
持
つ
企
業
が

集
積
し
て
い
る
の
が
一
つ
の

特
色
。
経
済
産
業
省
・
中
小

企
業
庁
の
「
元
気
な
モ
ノ
作

り
中
小
企
業
３
０
０
社
」
に

こ
の
４
年
間
に
計

社
が
選

ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
東

北
で
ト
ッ
プ
で
あ
り
、
山
形

県
は
農
業
県
の
イ
メ
ー
ジ
が

強
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

東
北
の
各
県
と
遜
色
の
な
い

も
の
づ
く
り
力
を
持
っ
た
県

で
も
あ
り
ま
す
。

　
山
形
の
強
み
で
す
が
、
一

つ
に
は
山
形
大
学
の
存
在
が

あ
り
ま
す
。
工
学
部
で
は
次

世
代
照
明
な
ど
へ
の
利
用
が

期
待
さ
れ
る
有
機
エ
レ
ク
ト

ロ
・
ル
ミ
ネ
ッ
セ
ン
ス

Ｅ

Ｌ

の
研
究
開
発
が
進
ん
で

い
ま
す
。
今
後
は
米
沢
市
に

実
用
化
研
究
の
拠
点
施
設
も

計
画
さ
れ
、
有
機
Ｅ
Ｌ
に
限

ら
ず
有
機
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
産
業
の
集
積

化
に
向
け
た
拠

点
形
成
が
期
待

さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
先

進
性
の
強
み
と

し
て
は
、
鶴
岡

に
は
慶
応
義
塾

大
学
が
先
端
生

命
科
学
研
究
所

を
設
置
。
２
０

０
２
年
に
は
世

界
で
初
め
て
細

胞
内
の
物
質
を

短
時
間
で
一
斉

に
測
定
す
る
メ

タ
ボ
ロ
ー
ム
解

析
技
術
を
開
発

し
、
独
創
的
な

研
究
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
も
の
づ
く
り

企
業
群
の
集
積

に
お
い
て
は
、

素
形
材
か
ら
部
品
加
工
、
完

成
品
ま
で
多
様
な
要
素
技
術

を
持
つ
企
業
が
集
積
し
て
お

り
、
県
内
で
一
貫
生
産
が
可

能
で
す
。
山
形
に
進
出
の
際

に
は
生
産
サ
ポ
ー
ト
体
制
が

整
備
さ
れ
て
い
る
の
も
強
み

の
一
つ
。
人
材
面
で
は
、
工

業
高
校
の
定
員
比
率
は
全
国

ト
ッ
プ
。
離
職
率
・
転
職
率

は
全
国
で
も
低
い
。
立
地
環

境
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
震

度
５
弱
以
上
の
地
震
発
生
回

数
は
格
段
に
低
く
、
過
去

年
の
水
害
被
害
額
も
東
北
６

県
で
は
一
番
低
く
、
リ
ス
ク

分
散
や
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
と
し

て
最
適
な
地
域
と
考
え
て
い

ま
す
。
除
雪
体
制
も

時
間

で
対
応
し
て
い
ま
す
。
雪
に

よ
る
企
業
活
動
へ
の
影
響
は

あ
り
ま
せ
ん
。
工
業
用
地
の

ほ
か
魅
力
あ
る
山
形
を
是
非

と
も
ご
視
察
下
さ
い
。
ご
静

聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。


